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人口の動き
　8月1日現在
男5．608（一23）

女5．755（一9）

計11．う65（噛32）

世帯数2．518（一5）

（）内は前月との比較
印刷／白南風社
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働
力
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と
工
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町
政
コ
ー
ナ
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（塞習ロ畿賜認昌）
第14耳号

鐸広

　
最
近
農
山
村
地
域
へ
の
工
場
進
出
が

急
速
に
の
ぴ
て
い
る
。
町
の
誘
致
第
一

号
と
な
っ
た
ハ
リ
マ
ヤ
仙
田
工
場
は
、

九
月
操
業
開
始
を
目
標
に
目
下
急
ピ
ッ

チ
で
建
段
中
だ
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
東

京
の
某
縫
製
工
場
か
ら
進
出
に
つ
い
て

打
診
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
町
の
一
部

を
通
勤
範
囲
と
す
る
隣
接
小
千
谷
市
真

人
町
に
は
二
つ
の
金
属
関
係
工
場
の
進

出
が
決
定
し
、
そ
の
一
つ
は
十
一
月
操

業
を
開
始
す
る
と
い
う
。

　
こ
う
い
う
傾
向
は
今
後
ま
す
ま
す
高
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ま
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
米
過
剰
や

過
疎
化
に
悩
む
受
け
入
れ
側
町
村
と
し

て
は
歓
迎
す
べ
き
現
象
と
い
え
よ
う
。

受
け
入
れ

　
　
体
制
を
整
備

し
か
し
、
工
場
と
名
の
つ
く
も
の
で
さ

え
あ
れ
ば
無
差
別
無
計
画
に
受
け
入
れ

る
と
い
う
行
き
方
で
は
、
地
域
の
発
展

や
住
民
の
福
祉
に
つ
な
が
ら
な
い
。
限

ら
れ
た
土
地
と
労
力
し
か
持
た
な
い
町

と
し
て
は
十
分
慎
重
を
期
し
て
、
将
来

に
悔
を
残
さ
な
い
よ
う
措
置
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
町
で
は
県
の
施
策
に
歩

調
を
合
わ
せ
て
計
画
的
な
工
場
開
発
の

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
県
と
市
町
村
で
組
織
す
る
「
工

業
開
発
促
進
協
議
会
」
に
加
入
し
、
当

面
①
工
場
誘
致
条
例
の
制
定
（
②
工
場
適

地
調
査
③
労
働
力
調
査
等
を
実
施
す
る

こ
の
う
ち
①
は
す
で
に
施
行
済
み
で
あ

り
、
②
は
机
上
調
査
を
ほ
ぼ
終
わ
っ
て

現
地
調
査
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
る

③
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
対
象
世
帯
に

「
就
労
希
望
調
査
表
」
の
用
紙
が
く
ば

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
の
目
的
は
、

実
際
に
工
場
が
で
き
た
場
合
、
そ
こ
で

働
き
得
る
希
望
者
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か

と
い
う
デ
ー
タ
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
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進
行
ぐ
あ
い
、
た

だ
い
ま
五
〇
％

役
場
庁
舎
増
築
②

前
号
の
写
真
を
撮
影
し
た
日
か
ら

一
か
月
後
、
七
月
末
の
状
況
が
今

月
の
写
真
で
す
。
こ
の
あ
と
、
三

階
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
を

済
ま
せ
た
今
月
一
日
、
早
じ
ま
い

の
現
場
の
皆
さ
ん
は
、
涼
を
求
め

て
節
黒
城
へ
と
い
う
余
裕
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。
企
画
室
長
に
〃
工

事
の
進
み
ぐ
あ
い
は
？
〃
と
尋
ね

て
み
た
ら
、
〃
十
二
日
で
五
五
％

程
度
に
な
る
。
〃
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
目
下
の
と
こ

ろ
、
予
定
を
上
回
る
進
行
ぷ
り
で

す
。
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土
地
と
労
働
力
の
二
つ
を
ぬ
き
に
し

　
て
工
場
誘
致
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が

　
っ
て
、
今
回
実
施
す
る
就
労
希
望
調
査

　
は
工
場
誘
致
の
基
礎
と
な
る
最
も
重
要

　
な
も
の
で
あ
る
。
調
査
目
的
を
達
成
で

　
き
る
よ
う
正
確
な
記
載
と
百
パ
ー
セ
ン

　
ト
の
回
収
を
期
待
し
た
い
。

　
　
い
く
つ
か
の

　
　
　
問
　
題
　
点

　
　
工
場
誘
致
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
ほ

　
か
に
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
る
。
そ

　
れ
ば
、
公
害
防
止
、
地
元
企
業
と
の
労

　
働
力
及
ぴ
賃
金
の
競
合
、
そ
れ
に
現
在

　
当
面
し
て
い
る
農
振
地
域
整
備
計
画
に

　
お
け
る
農
用
地
区
域
設
定
と
の
関
係
等

　
で
あ
る
。
公
害
は
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で

　
大
き
く
扱
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
山
村
に
住

　
む
者
に
は
ピ
ン
と
来
な
い
。
し
か
し
、

　
そ
う
い
う
貴
重
な
環
境
を
将
来
と
も
汚

　
染
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
誘
致
に
際
し

　
て
万
全
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
工
場

　
用
地
選
定
に
つ
い
て
第
一
に
留
意
す
べ

　
き
事
項
で
あ
ろ
う
。
労
働
力
の
競
合
は

　
実
態
を
無
視
し
た
無
計
画
な
誘
致
に
よ

　
っ
て
起
き
る
。
こ
れ
に
は
労
働
力
調
査

　
が
、
誘
致
の
限
界
を
示
す
一
つ
の
指
針

　
と
な
ろ
う
。

　
　
農
用
地
区
域
の
設
定
に
つ
い
て
は
、

　
そ
れ
自
身
い
ろ
い
ろ
の
困
難
が
伴
う
問

　
題
で
あ
る
．
多
く
の
場
合
要
件
が
異
な

　
る
工
場
適
地
と
農
用
適
地
と
は
競
合
を

　
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
最
も
工
場
に
適
し
た
土
地
が

　
同
時
に
農
用
地
と
し
て
も
重
要
で
あ
る

　
場
合
も
あ
り
得
る
。
そ
の
よ
う
な
区
域

　
に
つ
い
て
は
、
特
に
慎
重
を
期
し
て
あ

　
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
を
加
え
、
後
日

　
に
悔
を
残
さ
な
い
よ
う
善
処
す
る
こ
と

　
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
企
画
室
長
　
丸
山
精
二
郎
）
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（2）（響醤賜鶉）第琳号しにわカ、報広昭和45年8月10日

－
町
議
会
報
告
（
第
五
回
臨
時
会
）
ー

一
般
会
計

補
正
の
結
果

　
、

四
億
七
、
六
五
〇
万
円
の
規
模
に

　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
建
設
に
質
疑
が
集
中

　
第
五
回
町
議
会
臨
時
会
は
、
先
月
二
十
八
日
に
招

集
さ
れ
、
こ
と
し
三
月
末
辞
職
し
た
教
育
委
員
小
林

誠
治
氏
の
後
任
と
し
て
小
川
伊
作
氏
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
た
ほ
か
、
一
般
会
計
補
正
（
第
二
号
）
、

水
道
特
別
会
計
に

　
　
　
二
、
六
七
二
万
円
を

　
　
　
嘉

　
千
手
地
区
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

の
補
正
は
、
前
回
の
議
会
で
通
称
山
の

根
の
三
部
落
を
給
水
区
域
に
編
入
す
る

よ
う
条
例
改
正
し
た
結
果
、
事
業
の
変

更
申
請
が
必
要
と
な
り
、
申
請
の
際
の

条
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
予
算
の
裏
付
け

に
つ
い
て
、
議
会
を
招
集
す
る
い
と
ま

が
な
い
た
め
専
決
処
分
し
た
も
の
で
す

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
小
林
与
、
中
村

数
藤
、
須
藤
各
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
質

問
が
あ
っ
た
の
ち
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
〔
質
疑
応
答
の
模
様
〕

小
林
与
作
氏
　
　
補
助
金
や
起

債
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

数
藤
水
道
課
長
　
　
　
町
の
水

道
普
及
率
が
二
Q
％
と
い
う
低
率
の
た

め
、
県
も
積
極
的
な
協
力
を
確
約
し
て

く
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
補
助
わ
く
の

一
割
余
を
当
町
で
予
定
し
て
い
る
こ
と

に
は
か
な
り
の
無
理
が
あ
り
、
こ
れ
を

確
保
す
る
た
め
、
い
つ
そ
う
の
努
力
を

し
た
い
。
議
会
の
協
力
も
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

中
村
金
作
氏
　
　
山
の
根
地
区

繍灘嚢瓢w∴．

林
道
月
沢
線
開
設
工
事
請
負
契
約
、
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
の
専
決
処
分
を
そ
れ
ぞ
れ
議
了
、
白
倉
小

中
学
校
校
舎
改
築
に
関
す
る
請
願
を
総
文
委
員
会
に

付
託
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

↑
千
手
診
療
所
に
お
け
る

議
会
の
審
議
状
況

．
譲

贈

　　　　　晦讐
　　　　㈱剛

の
配
水
池
を
作
る
た
め
の
、
骨
材
運
搬

道
路
の
確
保
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

数
藤
水
道
課
長
　
　
予
定
し

て
い
る
道
路
は
、
七
尺
幅
程
度
の
所
が

ほ
ん
の
わ
ず
か
、
あ
と
は
道
と
は
い
わ

れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
三
～

三
・
五
メ
ー
ト
ル
程
度
に
広
げ
る
べ
く

地
主
に
お
願
い
し
て
い
る
。

数
藤
　
亘
氏
工
事
の
増
加

に
伴
っ
て
、
通
水
の
時
期
が
延
ぴ
る
と

い
う
心
配
は
な
い
か
。

　
根
津
町
長
　
そ
の
よ
う
な
懸

念
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
大
き
な
業

者
で
あ
り
、
契
約
し
た
以
上
は
、
期
間

中
に
完
成
さ
せ
て
当
然
で
あ
る
。

　
須
藤
寛
蔵
氏
　
　
山
の
根
地
区

の
個
人
負
担
が
一
戸
三
万
円
。
そ
れ
が

明
年
度
橘
で
施
工
す
る
な
ら
、
各
戸
負

』
担
は
五
万
程
度
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
町
の
負
担
を
平
等
に
し
た
う

え
で
の
、
建
設
単
価
の
上
昇
や
立
地
条

件
の
差
と
考
え
て
よ
い
か
。

　
根
津
町
長
　
お
説
の
と
お
り

に
相
違
な
い
が
、
ほ
か
に
も
、
千
手
地

区
の
場
合
は
、
国
鉄
の
補
償
水
道
問
題

を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

要
素
が
か
ら
ん
で
い
た
結
果
で
あ
る
と

ご
理
解
願
い
た
い
。

教
育
委
員
．
に

　
　
　
小
川
伊
作
氏

　
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
た
小
川
伊
作

氏
は
越
ケ
沢
の
出
身
で
五
十
八
歳
。
役

場
職
員
と
し
て
三
十
二
年
の
勤
務
歴
を

も
ち
、
教
育
畑
で
は
教
育
次
長
と
し
て

活
躍
、
昨
年
三
月
に
退
職
さ
れ
た
か
た

で
す
。
現
在
越
ケ
沢
嘱
託
員
。
任
期
は

昭
和
四
十
七
年
九
月
十
五
日
ま
で
で
す

　
一
般
会
計
の
補
正
に
つ
い
て
は
、
歳

入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
千
七
百
九
十
五
万

二
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
県
単
山

村
振
興
事
業
の
変
更
・
消
雪
パ
イ
プ
の

管
理
費
・
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
車
庫
建
設
・

第
一
分
団
第
一
部
の
消
防
ポ
ン
プ
積
載

車
購
入
・
上
野
小
プ
ー
ル
の
設
計
変
更

に
よ
る
追
加
・
国
庫
災
害
復
旧
費
の
補

正
増
等
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

件
は
、
登
坂
茂
、
中
村
、
押
木
の
各
議

員
か
ら
質
疑
が
あ
っ
た
の
ち
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
、
こ
れ
で
、
｛
般
会
計

は
四
億
七
千
六
百
四
十
八
万
九
千
円
の

規
模
に
な
り
ま
し
た
。

明
十
一
日
に

　
　
　
臨
　
時
　
会

　
月
沢
林
道
の
建
設
工
事
請
負
契
約
の

件
は
、
契
約
の
金
額
千
三
百
五
十
四
万

円
、
相
手
方
は
吉
楽
土
建
、
工
期
は
八

月
一
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
と
い
う
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蟹

臨

も
の
で
、
小
川
議
員
の
質
疑
を
経
て
た

だ
ち
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
白
倉
小
中
学
校
校
舎
改
築
請
願
は
、

紹
介
議
員
で
あ
る
桐
生
議
員
の
説
明
の

あ
と
継
続
審
査
に
決
定
し
た
も
の
で
す

　
な
お
、
町
議
会
は
、
明
十
一
日
に
臨

時
会
を
招
集
し
、
千
手
地
区
簡
易
水
道

建
設
事
業
請
負
契
約
に
つ
い
て
審
議
す

る
予
定
で
す
。

国土

建
設
大
会
で

和
久
井
議
長
を
表
彰

　
七
月
十
六
日
新
潟
市
で
開
か
れ
た
建

設
省
北
陸
地
方
建
設
局
の
第
二
十
二
回

国
土
建
設
事
業
推
進
大
会
の
席
上
、
和

久
井
精
一
議
長
が
、
建
設
事
業
推
進
功

労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
｝

　　婦人会の学校視察　　　r百聞は＿見
にしかず」と、小国町、入広瀬村両町村の学校統合
の実情を視察した仙田地区婦人会役員のみなさん。
統合校の完備された施設設備にうなずいていました
先月22日小国中で。

　
こ
れ
は
、
北
陸
地
建
局
管
内
の
公
共

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
国
土
建
設

に
寄
与
し
た
功
績
を
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
が
、
今
回
表
彰
を
受
け
た
の
は
、

北
陸
四
県
で
十
六
人
、
そ
の
う
ち
、
本

県
関
係
は
六
人
で
し
た
。

讐

籍
繊
職

箋
葦
釜
、

癬

　　　　　脳

　　　　轟
　　　箋　　麟

、、『甲　r、・、、

『
『
ー
ー
曹
，
，
，
｝
冒
『
ー
f
貿
¢
τ
膠
¢
7
，
，
9
『
『
『
　
■
『
屡
騨
ー
響
『
響
『
u
『
『
，
『
一
9
，
，
一
，
『
『
『
，
『
『
ー
，
『
『
，
『
『
，
，
9
，
騨
匿
一

町
の
事
業

入
札
の
模
様

露
謙
鶴
継

※
山
手
線
道
路
改
修
①
元
町
②

吉
楽
土
建
　
③
五
百
二
十
五
万
円

※
田
中
線
道
路
改
修
①
田
中
町

②
川
西
建
材
工
業
③
百
＋
四
万
八
千

円
　
※
中
屋
敷
藤
沢
線
改
修
①
藤

沢
②
吉
楽
土
建
③
五
百
＋
六
万
三

千
円
※
伊
勢
平
治
小
根
岸
線
①

伊
勢
平
治
②
村
山
工
務
所
③
二
百

五
＋
九
万
円
※
災
第
＋
九
号
①

中
仙
田
　
②
壬
口
楽
土
建
　
③
二
百
三
十

一
万
円
　
※
災
第
三
＋
一
ー
八
号

①
小
脇
②
吉
楽
土
建
③
二
＋
九
万

五
千
円
　
　
※
災
第
三
十
一
－
九
号

（
①
小
脇
　
璽
口
楽
土
建
　
③
四
十
四
万

円
　
※
災
第
一
ギ
一
ー
＋
号
①
小

脇
②
吉
楽
土
建
③
三
＋
一
万
七
千

円
※
災
第
三
‡
ー
＋
五
号
①

小
脇
②
吉
楽
土
建
③
六
＋
六
万
円

※
災
第
三
士
ー
二
＋
号
①
高
倉

②
川
西
建
材
工
業
③
百
二
十
五
万
六

千
円
　
※
災
第
三
＋
一
⊥
一
＋
輔
号

①
高
倉
②
川
西
建
材
工
業
③
百
六

＋
八
万
円
　
※
災
第
三
士
1
四
＋

号
①
甲
仙
田
②
川
西
建
材
工
業

③
七
士
二
万
円
　
※
災
第
三
＋
一
！

三
十
九
号
（
①
中
仙
田
②
丸
山
工
務

所
③
＋
七
万
三
千
円
　
※
災
第
三

十
醐
－
四
十
二
号
　
（
①
田
戸
　
②
丸
山

工
務
所
③
二
＋
八
万
五
千
円

k

’
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献
血
し
た
か
た
や
そ
の
家
族
が
輸
血
を

受
け
た
場
合
、
自
己
負
担
分
の
血
液
代

金
は
日
赤
県
支
部
で
支
給
し
ま
す

　
い
つ
も
、
献
血
事
業
に
つ
い
て
は
皆

さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．
年
々
、
献
血
受

け
入
れ
業
務
は
向
上
し
、
完
金
旗
給
も

い
ま
少
し
と
い
う
状
況
に
ま
で
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
献
血
し
て
い
た
だ
く
血

液
は
、
生
命
を
守
る
た
め
の
、
か
け
が

え
の
な
い
と
り
で
で
す
。

　
日
赤
は
、
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た

お
お
く
の
善
意
に
対
し
て
感
謝
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

と
も
に
、
こ
ん
ご
の
献
血
事
業
を
い
っ

そ
う
飛
躍
さ
せ
る
た
め
、
献
血
者
、
ま
た

は
そ
の
家
族
が
保
存
血
液
の
輸
血
を
受

け
た
場
合
、
自
己
負
担
と
な
る
血
液
代

金
に
つ
い
て
日
赤
で
支
給
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
す
で
に
先
月
一

日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
、
も
し
も
こ
れ
に
該
当
さ

れ
る
よ
う
な
際
は
、
社
会
課
援
護
係
で

手
続
き
を
し
て
給
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
手
続
き
を
さ
れ
る
場
合
、

次
の
点
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

一
、
日
赤
で
支
給
す
る
の
は
、
献
血
さ

　
れ
た
か
た
や
同
居
の
親
族
の
か
た
が

　
病
気
や
事
故
で
保
存
血
液
の
輸
血
を

　
受
け
た
場
合
の
血
液
代
金
の
う
ち
、

　
社
会
保
険
と
か
国
民
健
康
保
険
等
か

　
ら
支
払
わ
れ
る
分
を
除
い
た
、
自
己

　
負
担
分
に
つ
い
て
で
す
。

二
、
支
給
の
範
囲
は
、
同
居
の
親
族
も

　
含
め
た
献
血
量
の
倍
量
ま
で
で
す
。

　
（
こ
の
場
合
の
献
血
量
と
い
う
の
は

　
輸
血
を
受
け
た
日
の
一
か
月
前
か
ら

　
起
算
し
て
、
過
去
三
か
年
間
に
献
血

　
し
て
い
た
だ
い
た
量
で
す
。

三
、
給
付
申
請
の
有
効
期
間
は
、
血
液

　
代
金
を
医
療
機
関
に
支
払
つ
た
日
か

　
ら
三
か
月
以
内
で
す
。

四
、
申
請
の
た
め
役
場
に
お
い
で
に
な

　
る
と
き
は
、
使
用
さ
れ
た
献
血
手
帳

　
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

公
衆
衛
生
推
進

協
か
ら
の
お
願
い

　
町
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
で
は
、
先

月
二
十
三
日
、
　
「
川
を
き
れ
い
に
す
る

運
動
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て

清
掃
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ま
ず
仙
田
を
ふ
り
だ
し

に
、
上
野
・
橘
・
千
手
の
順
で
回
り
ま

し
た
が
、
各
地
区
ご
と
に
気
づ
い
た
点

に
つ
い
て
次
に
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
最
初
の
仙
田
地
区
。
こ
こ
は
、
渋
海

川
の
川
沿
い
一
帯
、
た
い
へ
ん
よ
ご
れ

て
い
る
の
が
指
摘
で
き
ま
す
。
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
は
、
持
参
の
立
て
札
を
要
所
に

立
て
て
協
力
を
呼
ぴ
か
け
ま
し
た
。
上

の
写
真
が
、
そ
の
時
の
模
様
で
す
。

　
上
野
地
区
で
は
、
下
水
関
係
を
中
心

に
巡
回
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
整
備

を
要
す
る
箇
所
が
多
く
あ
り
、
町
・
協

議
会
・
地
元
そ
れ
ぞ
れ
一
体
と
な
っ
て

整
備
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
橘
は
、
家
畜
の
多
頭
飼
育
関
係
を
見

て
回
り
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
き
れ
い
に
処

理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
の
千
手
地
区
で
す
が
、
こ
こ
も

や
は
り
川
の
よ
ご
れ
が
目
だ
ち
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
な
が
ら
、
立
て
札
を
設

置
し
整
備
も
行
き
届
い
て
き
れ
い
に
な

っ
て
い
る
区
域
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
感

心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
じ
て
、
き
れ
い
な
町
づ
く
り
は
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
覚
し
だ
い
と
い
う

こ
と
を
感
じ
と
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

．
町
で
す
。
あ
な
た
の
手
で
で
き
る
こ
と

は
ど
し
ど
し
実
施
し
て
、
気
持
ち
の
よ

い
環
境
を
つ
く
り
だ
す
よ
う
ご
努
力
願

い
ま
す
。
　
　
　
　
（
健
康
管
理
室
）

　
　
九
月
七
日
、
午
前
九
時
か
ら
午

　
　
後
⇔
時
ま
で

○
場
所
・

　
　
川
西
町
役
場
（
千
手
地
区
）

　
　
仙
田
出
張
所
（
仙
田
地
区
）

　
　
橘
出
張
所
u
（
橘
・
白
倉
地
区
）

　
　
上
野
郵
便
局
（
上
野
地
区
）

県
で
、
国
民
年
金
の

標
語
を
募
集

　
拠
出
制
老
齢
年
金
の
支
給
開
始
を
明

年
に
控
え
、
事
業
推
進
の
基
盤
を
確
立

す
る
た
め
に
募
集
す
る
も
の
で
す
。
ふ

る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
要
領
〕
　
○
国
民
年
金
の
も
つ
役
割

を
明
る
く
表
現
し
た
標
語
　
○
県
民
な

ら
ど
な
た
で
も
　
○
点
数
に
制
限
な
し

○
官
製
は
が
き
使
用
　
○
住
所
・
氏
名

・
職
業
・
年
齢
・
性
別
を
明
記
　
〇
九

月
末
締
切
り
　
○
新
潟
市
学
校
町
一
、

県
民
生
部
国
民
年
金
課
標
語
募
集
係
あ

て
　
○
賞
状
・
記
念
品
を
贈
る

福
祉
年
金

　
　
　
証
書
の
交
付

　
福
祉
年
金
証
書
を
次
の
日
程
で
お
渡

し
し
ま
す
。
該
当
者
は
忘
れ
ず
に
、
印

鑑
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

Q
日
時

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
【
七
月
分
】

▼
寄
贈
者

小
川
耕
平
（
岩
瀬
）
、
羽
鳥
彦
市
（
伊

友
）
、
小
川
ノ
ブ
（
岩
瀬
）
、
田
畑
留

吉
（
元
町
）
、
登
坂
ヨ
ミ
（
岩
瀬
）
、

櫃
間
セ
イ
（
伊
友
）
、
登
坂
保
治
（
岩

瀬
）
、
櫃
間
公
男
（
伊
友
）
、
金
子
フ

ジ
ノ
（
岩
瀬
）

▼
入
手
品

と
っ
く
り
・
あ
ん
ど
ん
・
口
つ
き
の
つ

ぼ
・
だ
か
ん
券
・
か
め
（
瓶
）
　
・
つ
ぐ

ら
・
う
ぶ
着
・
竹
か
ご
・
手
箱
・
赤
子

ふ
と
ん
・
農
耕
具
・
花
嫁
御
寮
の
馬
の

く
ら

作
文
コ
ン
ク
璽
ル
で

　
　
　
相
次
ぐ
全
国
最
優
秀

　
こ
の
欄
に
、
特
定
の
個
人
が
登
場

す
る
の
は
こ
れ
で
三
回
目
。
前
号
で

県
青
年
大
会
の
予
選
等
に
活
躍
し
た

川
西
勢
の
、
と
り
わ
け
チ
ー
ム
プ
レ

ー
の
結
実
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
こ

ん
ど
は
、
児
童
の
作
文
日
本
一
が
ふ

た
り
も
出
る
と
い
う
、
い
わ
ぱ
個
人

技
の
す
ぐ
れ
た
点
に
つ
い
て
も
、
書

き
留
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
ハ
メ
に

な
り
ま
し
た
。

　
日
本
一
が
ふ
た
り
と
い
う
の
も
、

実
は
趣
旨
を
た
が
え
る
ふ
た
つ
の
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の

児
童
が
最
優
秀
に
選
ぱ
れ
た
と
い
う

こ
と
。
か
た
や
、
文
部
省
な
ど
の
主

催
し
た
健
康
作
文
に
入
選
し
た
千
手

小
二
年
の
清
水
江
里
子
さ
ん
（
父
寛

治
さ
ん
・
母
ト
ミ
さ
ん
、
中
央
町
）

い
っ
ぽ
う
は
、
家
の
光
協
会
主
催
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
中
仙

田
小
四
年
の
小
林
ひ
ろ
み
さ
ん
（
父

熊
男
さ
ん
・
母
リ
ヤ
ウ
さ
ん
、
中
仙

田
）
の
ふ
た
り
が
話
題
の
主
で
す
。

　
作
文
の
テ
ー
マ
は
、
家
の
光
協
会

主
催
が
「
わ
た
し
の
う
ち
」
、
文
部

省
な
ど
の
主
催
が
「
日
曜
日
」
。

　
ひ
ろ
み
さ
ん
は
、
豆
腐
を
作
る
の

広報7々ッ

手

江里子さんひろみさん

に
精
出
す
両
親
を
描
写
し
な
が
ら
、

〃
わ
た
し
は
、
お
か
あ
さ
ん
や
お
と

う
さ
ん
が
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

働
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、
ま
る
で

広
い
空
を
そ
う
じ
し
て
い
る
み
た
い

に
思
う
。
〃
と
書
い
て
い
ま
す
。

　
江
里
子
さ
ん
は
、
二
番
目
の
姉
が

と
つ
ぐ
日
を
内
容
に
、
『
お
ね
い
さ

ん
が
、
ち
く
ん
と
ウ
イ
ン
ク
し
な
が

ら
〃
バ
イ
バ
イ
だ
ね
。
〃
と
い
っ
た

日
よ
う
日
が
、
せ
か
い
い
ち
す
て
き

だ
。
』
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
ご
ほ
う
ぴ
は
、
ひ
ろ
み
さ
ん
の
方

が
同
じ
入
選
者
五
人
と
と
も
に
、
先

月
二
十
九
・
三
十
日
の
二
日
間
都
内

見
学
。
江
里
子
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
で

や
は
り
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
十
人
の

お
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
今
月
二

十
日
か
ら
十
日
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅

行
と
い
う
デ
ラ
ッ
ク
ス
版
。
い
ず
れ

も
担
任
の
先
生
同
行
で
す
。
ひ
ろ
み

さ
ん
、
江
里
子
さ
ん
、
お
め
で
と
う

記
念
す
べ
き
夏
休
み
に
な
り
ま
し
た

ね
。
　
　
　
　
　
　
　
（
z
）
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コ
ロ

一
ー

へ
の
入
所

明
年
度
は
百
人
の
予
定

　
寺
泊
町
に
で
き
る
心
身
障
害
者
の
た

め
の
総
合
施
設
「
コ
ロ
ニ
ー
に
い
が
た

白
岩
の
里
」
は
、
す
で
に
六
月
二
十
日

起
工
式
が
行
な
わ
れ
、
五
か
年
計
画
で

目
下
建
設
中
で
す
。

　
コ
ロ
ニ
ー
は
、
知
恵
の
お
く
れ
や
一

部
肢
体
の
不
自
由
が
合
併
し
て
い
る
人

た
ち
に
対
し
て
、
よ
り
よ
い
環
境
と
適

切
な
保
護
に
よ
る
安
定
し
た
日
常
生
活

の
も
と
で
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
指

導
や
訓
練
を
行
な
い
ま
す
。
そ
し
て
、

可
能
な
人
は
、
コ
ロ
ニ
ー
内
で
生
産
活

動
に
従
事
し
た
り
、
あ
る
い
は
生
業
を
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身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
復
帰

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
相

談
・
診
察
や
研
究
を
行
な
う
た
め
の
施

設
設
備
を
置
く
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
機

能
を
も
っ
た
総
合
的
な
福
祉
施
設
で
す

　
こ
こ
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は

役
場
の
社
会
課
援
護
係
か
民
生
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
る
と
、
詳
し
い
こ
と
を

説
明
し
ま
す
。

　
な
お
、
入
所
は
四
十
六
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
、
当
初
の
こ
の
年
は
、
精
神
薄

弱
者
更
生
施
設
の
み
百
人
（
年
齢
・
十

五
歳
～
三
十
歳
く
ら
い
、
重
度
者
・

．

騨
灘

　
　
雛

撒
灘
、

　
　
　
嬬
欄

　
　
灘
繍

蟻
轍

灘
燃灘．騨

縫
難
、

　
．
灘囎

灘
雛
、

　　　クローズアップこのところ
いちだんと関心を集めている節黒城跡。先月は21日
の展望台建設起工式（写真下）、26日から30日まで
教育キャンプ（写真上）というぐあいに、大いにに
ぎわいました。

中
軽
度
者
各
五
十
人
）
を
収
容
す
る
予

定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
か
わ
に
し

　
　
県
外
に
も
送
り
ま
す

　
『
な
れ
な
い
土
地
に
き
て
早
く
も
二

か
月
立
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
ふ
と

「
広
報
か
わ
に
し
」
を
思
い
出
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
県
外
の
わ
た
く
し
ど
も

に
も
、
毎
月
、
広
報
紙
を
送
っ
て
い
た

だ
く
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
』

　
最
近
、
こ
ん
な
た
よ
り
が
福
島
市
に

お
住
ま
い
の
津
守
明
美
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
津
守
さ
ん
に
は
、
さ
っ
そ
く
ご
返
事

を
差
し
上
げ
ま
し
た
が
、
町
外
の
希
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

者
に
は
、
郵
送
料
の
実
費
だ
け
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
、
毎
月
、
広
報
係
の
ほ

う
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
郵
送
料
は
、
第
三
種
郵
便
物
の
認
可

を
受
け
て
い
る
の
で
、
一
～
十
四
部

程
度
ま
で
は
六
円
で
お
送
り
で
き
ま
す

　
川
西
町
以
外
に
住
ん
で
い
る
知
合
い

に
、
広
報
を
送
り
た
い
と
い
う
よ
う
な

ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
企
画
室
ま

　
　
　
　
　
　

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
希
望
す
る
分

の
郵
送
料
は
、
六
円
切
手
で
納
め
て
い

た
だ
く
と
好
都
合
で
す
。
町
外
の
希
望

者
も
、
ご
自
身
で
遠
慮
な
く
役
場
あ
て

に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
　
蜜
…
」

月
籍
の
窓
か
ら
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琴
し

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

轍難暑
清知浩幸祐
子子二子子

徳
平
　
二
女

邦
夫
二
女

喜
代
蔵
二
男

松
市
二
女

貢
　
二
女

高木高伊沖

昇
天
1
、
こ
め
い
福
を
祈
る

清北小星
水村海名

松ツ義明
蔵ノレ之子

小
川
喜
一
郎

木
村
ノ
ブ

高
橋
フ
デ

沖
立

小
根
岸

永
久
公
舎

高仁岩寺

倉田瀬尾

倉島倉友立
二
　
九

五
9
毫

六
一
想
〇
七
九
八
五

　
⑳
　
　
新
郎
　
小
林
　
紀
男
　
中
仙
田

　
　
新
婦
　
木
南
　
雪
子
　
直
江
津
か
ら

　
⑳
　
　
新
郎
数
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
沖
立

　
　
新
婦
　
佐
藤
　
礼
子
　
宮
　
城
か
ら

　
⑳
　
　
新
郎
　
江
口
　
藤
夫
　
小
白
倉

　
　
新
婦
　
森
田
ま
さ
子
　
埼
　
玉
か
ら

　
⑳
　
　
新
郎
　
半
藤
　
征
男
　
東
善
寺

　
　
新
婦
　
高
野
　
和
子
　
安
　
塚
か
ら

　
⑳
　
　
新
郎
　
保
坂
　
　
登
　
大
白
倉

　
　
新
婦
麻
績
カ
ツ
エ
津
南
か
ら

　
⑳
　
　
新
郎
　
酒
井
　
洋
次
　
中
央
町

　
　
新
婦
　
小
林
　
徳
子
　
福
　
井
か
ら

　
⑳
　
　
新
郎
　
高
橋
　
和
夫
　
中
屋
敷

　
　
新
婦
　
星
名
　
和
子
　
沖
　
立
か
ら

　
　
う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

■口q●隔■Oりつ皿“”“”“■
の『

“軸

小
林
　
勇

小
川
信
義

小
川
千
津
子

数
藤
伸
介

清
水
　
靖

雄伸寅富貞
　治三行信

二長長二
男女：男男

沖越岩中
　ケ　 仙
立沢瀬田

三
男
下
平
新
田

個
人
事
業
税
の
納
期

は
、
今
月
末
で
す

　
今
月
三
十
一
日
は
、
個
人
事
業
税
・

第
一
期
分
の
納
期
限
で
す
。
あ
な
た
も

納
期
限
内
の
自
主
納
税
に
ご
協
力
ね
が

い
ま
す
。

　
税
金
は
、
み
な
さ
ん
の
日
常
と
深
い

つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
税
金
は

社
会
の
発
展
を
は
か
り
、
明
る
く
豊
か

な
生
活
を
築
く
た
め
の
共
通
の
経
費
で

あ
り
、
生
活
の
安
定
と
向
上
を
願
う
か

ぎ
り
、
み
な
さ
ん
が
進
ん
で
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
生
計
費
の
一
部
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　
あ
な
た
か
ら
、
納
期
限
ま
で
に
銀
行

・
郵
便
局
、
ま
た
は
財
務
事
務
所
の
窓

ロ
ヘ
完
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り

た
い
へ
ん
な
人
手
と
む
だ
な
出
費
が
節

約
で
き
、
そ
れ
だ
け
豊
か
な
県
づ
く
り

に
役
だ
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
納
税
相
談
室
も
設
け
て
お
り
ま
す
か

ら
、
遠
慮
せ
ず
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

納
税
メ
　
モ

　
今
月
は
、
・
・
：
：
・

　
町
・
県
民
税

　
　
　
第
二
期
分
の
納
期
で
す
。

　
本
年
度
の
個
人
町
民
税
額
は
、

均
等
割
を
含
め
て
一
、
九
四
九
万
円

う
ち
、
所
得
割
額
に
つ
い
て
の
内

訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
給
与
所
得
者
一
、
三
〇
四
人

　
　
一
、
〇
九
〇
万
円
（
五
九
，
％
）

・
営
業
所
得
者
一
七
八
人

　
　
　
昌
四
一
万
円
（
一
三
’
％
）

・
農
業
所
得
者
四
四
四
人

　
　
　
　
一
三
〇
万
円
（
七
，
％
）

・
そ
の
他
事
業
所
得
者
二
九
人

　
　
　
　
　
匠
九
万
円
（
三
％
）

・
そ
の
他
の
所
得
者
一
〇
人

　
　
　
三
二
三
万
円
（
一
八
％
σ
）

鐵
、
雑
石

温
泉
元
へ
の
近
道
辿
り
合
歓
の
花

町
と
村
区
切
る
板
橋
蜻
蛉
㌧
と
ぶ

紫
陽
花
を
大
き
く
活
け
し
広
間
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
洋
石

干
梅
に
浮
塩
光
り
雲
の
峰

自
転
車
の
少
女
夏
蝶
残
し
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
鉄
舟

熔
接
の
火
花
残
暑
は
続
き
を
り

こ
の
家
の
留
守
ら
し
茄
子
の
籠
置
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
義
夫

夏
雲
の
低
く
浮
き
た
る
暑
さ
か
な

遠
山
の
夜
空
の
峰
へ
天
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
雲
文
峯

夏
の
れ
ん
明
る
く
な
り
し
勝
手
元

朝
顔
の
花
を
揺
ら
し
て
抜
け
る
風




